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5つ目は、適切な糞尿処理が進み、水質汚染等
が防止でき、周辺地域への臭気対策など環境衛
生が向上。

代表の本部博久氏は、プラント導入により堆肥
化処理労力や、おが粉購入費の削減、周辺への
悪臭低減効果を実感されています。循環型農業
を確立し、将来は1,000頭規模の新しい酪農経営
モデルを確立したいと目標を見据えています。

(株)本部農場（新富町）は、令和２年６月、南九州の
個人農家としては初めてバイオガスプラントを建設、稼
働されました。経産牛233頭、未経産牛122頭で、県内
有数の経営規模を誇る同農場が、大規模経営が直面
するさまざまな課題を解決するため導入したものです。

このプラントを導入することにより、以下のような効果
が期待されています。
1つ目は、労働力の軽減で、毎日約22トンも排出され
る糞尿の堆肥化に必要な切り返し作業等労力の大幅
な軽減。
2つ目は、消化液利用で、メタン発酵後の残渣（消化
液）は良質な液肥として利用。
3つ目は、衛生的な敷料による乳牛に対する罹患防
止の効果。発酵過程で減菌された消化液から分離した
固形残渣は敷料として使用でき、かつ、おが粉購入費
用の削減。
4つ目は、バイオガスにより発電した電気を販売し、収
入は償還金に充当。

宮崎県拠点の
Webサイトはこちらから

代表本部博久氏
バイオガスプラント全景

宮崎県内に和牛放牧を広めよう！！
～日南市で第１回宮崎県和牛放牧研修会開催～

令和2年10月2日、日南市で第1回宮崎県和牛放牧研
修会(宮崎県畜産協会主催)が開催され、県内各地から
約50名の繁殖和牛生産者や行政関係者等が参加しま
した。

現地視察では、日南市板敷の山間部で、肉用牛経営
を5年前から実践する三賢訓士氏の放牧地を訪れ、経
営概要や放牧状況について以下の説明を受けました。
同氏は、約6.7haの放牧地に、3月中旬から11月中ま
での8ヶ月間、母牛25頭と離乳前子牛(3～4ヶ月齢)を常
時放牧。

放牧期間中は、朝夕２回の見回りのみで、通常の畜
舎飼いに比べ大幅に労力が軽減され、えさ代等コストが
かからないこと。通常の畜舎飼いに比べ死廃事故が少
ないこと。

注意点は、牧草が少なくなると脱柵しやすくなること、
及び下草が伸び漏電の危険性があるため、朝夕の見
回りが必要なこと。放牧密度が高くならないように気を
つけること。

牧草を啄む母牛たち 和牛放牧の説明状況

座学研修では、南那珂農業改良普及セン
ターで、日本草地畜産種子協会の梨木守放
牧アドバイザーから、放牧のメリット、基礎技
術などについて説明を受けました。

肉用牛放牧を普及するためには、広い放牧
地の確保が一番大切で、そのためには土地
貸借のアシストとして、農地中間管理機構等
が農地斡旋に機動的に取り組むこと、今後、
放牧指導体制の充実が必要とのことでした。

宮崎市の畜産農家岩切真美氏からは、西
臼杵地区や大分県における放牧優良事例の
紹介があり、その後活発な意見交換がされま
した。

ほんぶ

研修会風景
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本紙の記載内容等についてのご質問、農政に関
すること、事業や制度への質問・ご意見等がござ
いましたらお気軽にお問い合わせ下さい。
（〒８８０－０８０１ 宮崎市老松２丁目３－１７）

農林水産省ビジョン・ステートメント

わたしたち農林水産省は、生命を支える「食」と安心
して暮らせる「環境」を未来のこどもたちに継承して
いくことを使命として、常に国民の期待を正面から受
けとめ、時代の変化を見通して政策を提案し、その
実現に向けて全力で行動します。


